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思考の深まりを意識した板書例 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考を構造的に表す板書例 
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 板書を生かすために重要なことは何ですか？  

 

道徳科の板書は，児童生徒が道徳的価値についての

思考を深めるための重要な手掛かりです。思考の流れ

や順序を示すような順接的な板書だけでなく，対比的，

構造的に示したり，中心部分を浮き立たせたりするな

どの工夫をすることが大切です。  

紹介したものは，ほんの一例です。ウェビングマップ以外にも座標軸やベン図，

マトリクス図など，様々な思考ツールがあります。学習指導案集「８ 実践の記

録」に実際の板書を掲載してありますので参考にしてください。  
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黒板に書かせる  
児童生徒の主体性が高
まります。  

「第〇回」  
道徳科の量的確保につながりま
す。  

道徳的価値の深まり  
終末に児童生徒の思考の深ま
りが分かるようにします。  

心情円  
個人やグループの立場を
示す方法もあります。  

ネームプレートの活用  
児童生徒が立場を表しや
すくなります。  

ホワイトボードの活用  
グループでの話合いがスムーズになり，
視覚的に意見を共有できます。  
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考えの類別  
「友達を思う気持ち」と
「自分中心の気持ち」を
上下に分けます。  
 

考えの対比  
「言う」と「言わない」
を左右に分けます。  

ウェビング（マップ）
関連したことをつなげ
て網のように発想を広
げていく方法です。  
短い言葉で表現でき，
自分の考えを表出しや
すいほか，視覚的に分
かりやすく，考えを広
げたり，考えたりでき
ます。  

 


